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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞
【庶務室】

· 下駄箱ですが、塗装の関係で靴が別の場所へ入っている時があるため、木製の棚に置いて下さい。自分の下駄箱が分からない人は庶務に聞いて下さい。

【医事室】

· 今週金曜日、歯科受診13名あります。

· 南ホール(Ｂ)給湯器ですが新しい新しいカウンターとジャーにします。給湯器は蓋付きでない物となります。

【総務室】

· ４／1　11：00～12：00に入社式があります。管理者はもちろん、スタッフの方も時間があれば必ず参加して下さい。席割をしておきます。

【看護課】

· ｗｉｚ申請ですが、年休、早退、遅刻の項目を間違えないようにして下さい。

· アルバイトの方も必ずｗｉｚ申請ですので指導を行って下さい。

· 結婚式で年休を取る場合は原則として１日です。遠方で移動に時間がかかる場所であれば必ず理由の欄に記載して下さい。

· 部署宛てのメールですが、リーダーは３日分確認し、朝・夕でチェックし、仕事上のミスがないようにして下さい。アクセスできない場合はその都度、電算化委員の摩尼さんか庶務へ必ず連絡して下さい。

· 毎月25日に決裁がおりるように自らが間に合うように申請する事。25日に年休を出したからと言っても次の勤務表には間に合わないからです。ｗｉｚでも差し戻しや決裁の事を考えて早めに申請をして下さい。

【業務改善委員】

· ３/28(月)16：00～17：00ピアレビューの検討会があります。

· 男性スタッフのズボン支給となります。今週中にサイズ合わせを行います。

· 西Ｂユニットのサンルームの改修工事を予定しています。

【内科診察】

・　森越　義夫様　　咳嗽みられているので、引き続き臨時薬処方となっています。一般状態の観察していきましょう。

· 佐々木　喜代治様　肺炎のため、引き続き臨時処方となっています。来週28日胸部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レントゲン検査予定です。その結果により、次回の処方検討する予定です。

　　　　　　　　　　　今後も引き続き、食事時の摂取状態、むせこみなどの観察お願いします。

・大平　よし様　　両下肢の浮腫あるため、臨時薬継続処方となっております。状態観察し、体重管理、カルテ記載を徹底して行い変化の観察をしていきましょう。

· 明日からの定期処方変更はありません。

【ケアワーカーから】

· 柴田　トク子様の放尿について

· 夜間(特に深夜帯)の居室内での放尿が多く見られており、201号室から206号室へ居室変更後に放尿行為が多くなっている。

＜対策＞

　夜間誘導するためにも現状把握の必要性があるため、何時に放尿あるいは覚醒し、動かれているかなど観察していく。短時間での誘導は睡眠の妨げになるが、その点も考慮し、今後、観察した結果で検討していきましょう。各勤務者はその点を配慮して勤務にあたりましょう。

＜接遇委員会勉強会＞

· クレーム対応(ロールプレイング：患者編)

目的　各スタッフに接遇の意味を理解して頂き、接遇の知識を持って頂く。

1 まず誠意を持って謝る。

2 とにかく相手の話を聞く。誠意を込めて相鎚をうつ。

3 謝罪しながらも、質問する事が大切である。

4 わざわざ足を運んで頂いた事にお礼を言うべきである。

5 自分で判断できない事に対し、適当に答えない。上の者に相談する。

例）お風呂のお湯がぬるい

　　お湯がぬるくなっている事を確認し、誠意を持って謝る。随時、お湯を足し、常に42度前後の適温に保つ事を伝える。

＊間違ってしまった場合はその事に対し、今後どう対応していくかを誠意を持って相手に伝える事が大切である。

